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令和7年度公益社団法人大阪府栄養士会

第12回定時総会・特別講演会開催について

令和7年５月１日

　謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申しあげます。平素は栄養士会のために種々のお力

添えを頂きありがとうございます。

このたび、標記の通り総会を開催することになりましたので、ご多忙中のところ誠に恐縮で

すが、多数御出席くださいますようお願い申しあげます。今年は会場が「TKP 心斎橋駅前カン

ファレンスセンター」に変りますのでご注意ください。例年より会場が狭いため、事前お申込

みがない場合は、会場に入れないことがありますので必ずお申込みください。

なお、総会・特別講演の定員は先着 180 名といたします。「同封のはがき」又は「ホームペー

ジ」にてお申込みください。

敬具

記

日　　時　令和７年５月24日（土）13時00分〜17時00分（予定）
会　　場　TKP心斎橋駅前カンファレンスセンター　３階

交　　通　大阪メトロ御堂筋線「心斎橋」駅　３番出口　徒歩約２分

特別講演　「糖尿病の食事療法を考える

　　　　　　〜糖尿病診療ガイドライン2024をふまえて〜」
　　　　13：10〜14：40

　　　　　　講師　大阪公立大学大学院　医学研究科

　　　　　　　　　代謝内分泌病態内化学・腎臓病態内科学　教授　繪本　正憲

総会議題　第１号議案：令和６年度事業報告及び正味財産増減決算書並びに貸借対照表、

　　　　　　　　　　　財産目録、監査報告に関する件

　　　　　報　　　告：令和７年度事業執行計画、予算について

出欠の回答は必ず同封のはがきを 5 月 21 日（水）までに投函をお願いします。

※出席希望者が多数の場合は、会場に入れないことがあります。

お願い：総会欠席の際は必ず委任又は、書面表決（同封のはがき 

又は、ホームページにて）をご返送ください！なお、総会出欠届

（ホームページ含む）をご返送いただいた会員の方には、生涯教

育受講券（１単位分）を送付いたしますので、研修にお役立てく

ださい。

正　会　員　各　位

公益社団法人　大 阪 府 栄 養 士 会
会長　藤　原　政　嘉
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第1号議案

令和６年度事業報告および正味財産増減決算書並びに貸借対照表・財産目録・

監査報告に関する件

公益目的事業１　　府民に栄養・食生活に関する知識や技術を啓発、提供すること、および府

　　　　　　　　　内の管理栄養士・栄養士などの資質向上を図ることにより、健康増進、疾

　　　　　　　　　病予防のための食生活改善を行い、公衆衛生の向上に資する事業

Ａ. 管理栄養士・栄養士など栄養・食生活に関係する専門職に対し、資質向上を目指した事業

　1. 生涯教育研修会
　　　４月21日　(必須)オリエンテーション　生涯教育制度について　　　　　　　　　　　　 (受講者：34名(他府県1名含))

　　　　　　　　(実務1)46-106「栄養指導にも生かせるコーチング」　　　　　　　　　　　　(受講者：49名(他府県1名含))

　　　　　　　　(実務1)25-101「味覚について〜おいしく食べて生き生き健康〜」　　　　　　(受講者：44名(他府県1名含))

　　　６月９日　(基本1)4-6(演習)「個人を対象とした栄養指導（栄養介入）」　　　　　　　　(受講者：49名(他府県1名含))

　　　　　　　　(実務2)25-101「消化と吸収（代謝）ミネラルⅢ：栄養食事指導に活かす　　　(受講者：77名(他府県4名含))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミネラル(ナトリウム・カリウム・ヨウ素)代謝」 

　　　７月７日　(基本1)7-1(演習)「研究方法・研究発表　　　　　　　　　　　　(受講者：35名(内、会場13名、Web22名))

 　　　　　　　　　　　　　　　　　〜日頃の疑問から研究を紡ぐ〜」

　　　　　　　　(実務1)90-110「睡眠負債と社会的ジェットラグ」　　　　　　　(受講者：54名(内、会場14名、Web40名))

　　　　　　　　(実務1)23-112「食物アレルギーの食事の理解と対応」　　　　　(受講者：65名(内、会場14名、Web51名))

　　　９月８日　(実務1)37-101「HACCPと大量調理マニュアル」　　　　　　　　　　　　　(受講者：62名(他府県4名含))

　　　　　　　　(実務1)43-102「災害時における栄養アセスメント」　　　　　　　　　　　　(受講者：60名(他府県4名含))

　　　10月６日　(基本1)4-10(演習)「栄養管理記録」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：34名)

　　　　　　　　(実務1)61-101「施設の災害マニュアルの事例検討や　　　　　　  (受講者：39名(他府県4名、会員外1名含))

　　　　　　　　　　　　　　　　　情報交換など〜BCPと備蓄食糧品を考える〜」

　　　　　　　　(実務1)37-101「スポーツ栄養のいろは　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：42名(他府県1名含))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜パフォーマンスをマネジメントする〜」

　　　11月17日　(基本1)4-9(演習)「栄養管理のモニタリング・再評価」　　　　　　　　　　 (受講者：36名(他府県1名含))

　　　　　　　　(実務1)23-115「子どもの便秘と食事」　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：47名(他府県1名含))

　　　　　　　　(実務1)23-101「腸と栄養〜知っておきたいクローン病の栄養療法〜」　　　　(受講者：53名(他府県1名含))

　2. 職域別研修会
　　(1) 医療部会

　　　1）11月23日（土）医療部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：45名)

　　　　講演Ⅰ「腫瘍内科医の目線で語る“最新のがん治療”と“食事”　栄養士さんへの期待」

　　　　講演Ⅱ「当院における多職種で取り組むがん患者の栄養管理」

　　(2）学校健康教育部会

　　　1）7月30日（火）学校健康教育部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：55名(他府県4名、会員外26名含)

　　　　講演Ⅰ「栄養ケアプロセス〜児童・生徒への教育に活かす〜」

　　　　講演Ⅱ・演習「児童・生徒への個別的な相談指導の方法」

　　　2）8月20日（火）学校健康教育部会実践報告会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：11名)

　　　　実践報告Ⅰ「栄養教諭による食品ロス削減行動に関する授業の影響評価について」

　　　　実践報告Ⅱ「学校における減塩教育の効果について」

　　(3）公衆衛生部会・研究教育部会



–　 –6

　　　1）1月14日（火）公衆衛生部会・研究教育部会合同研修会　　　　(受講者：38名(内、会員1名、市町村栄養士等37名))

　　　　講演「給食施設における災害時の栄養×食支援 〜平時からの備え・心構え〜」

　　　　（「令和６年度保健所栄養士及び市町村栄養士等合同研修会」と合同で開催）

　　(4）地域活動部会

　　　1）6月30日（日）令和６年度大阪府地域活動栄養士情報交換会　　　　　　　　　　　　　　　　　　(出席者：43名)

　　　　大阪府地域活動栄養士　活動実態アンケート結果報告 

　　　2）8月31日（土）地域活動部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：Web55名(会員外1名含))

　　　　講演「効果的な特定保健指導〜第4期における変更点について〜」

　　(5）福祉部会

　　　1）3月1日（土）福祉部会研修会　　　　　　　　　　　　　　　　 (受講者：52名(会場2名、Web50名(会員外9名含)))

　　　　講演「子どもの食べる意欲につなげる食育〜児童福祉施設等における食事の提供ガイドを活用して〜」

　　(6）医療部会・福祉部会

　　　1）7月27日（土）医療部会・福祉部会合同研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受講者：42名）

　　　　講演Ⅰ「令和6年度診療報酬改定について」

　　　　講演Ⅱ「令和6年度介護報酬改定障害福祉サービス等報酬改定について」

　3. スキルアップ研修会
　　　10月27日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：会場16名)

　　　　講演「栄養士会とは　〜組織と運営〜　管理栄養士・栄養士の社会的役割」　

　　　　講演「これからの管理栄養士・栄養士が活躍する未来へ」

　　　　7つの職域部会より各職域部会からのアドバイス

　4. 第12回 JDA－DAT大阪スタッフ養成研修会
　　　・9月8日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：40名(会員外4名含))(修了者：28名)

　　　　「JDA-DATの理解」　「災害支援と活動の実際（行政栄養士との係わり）・アクションカードについて」

　　　　「HACCPと大量調理マニュアル」　「災害時における栄養アセスメント」

　　　・10月19日（土）

　　　　「能登半島地震支援報告とDiMS最新情報」　「非常時の危機管理と食事提供・パッククッキング実習」

　　　　「災害時における栄養食事指導〈支援・派遣者自身の健康・安全等〉」

　　　・11月9日（土）

　　　　「災害時のコミュニケーションスキル」

　　　　「臨機応変の対応能力と調整能力（避難所の食事アセスメント版HUG）＊栄養版」

　　　・消防署にて受講「応急処置・救急（普通救命講習Ⅰ）―AEDの使用方法を含む心肺蘇生法―」

　5. 特定給食講演会（共催：本会　大阪府　大阪市　堺市　豊中市　吹田市　高槻市　枚方市　八尾市

　寝屋川市　東大阪市）

　　　3月12日（水）〜 3月31日（月） 　

　　　　開催方法：大阪府公式YouTubeチャンネルでの限定公開（オンデマンド配信）

　　　　講演「給食施設における災害時の栄養×食支援 〜平時からの備え・心構え〜」、情報提供

　　　　※講演は1月14日公衆衛生部会・研究教育部会合同研修会で収録されたもの。

　6. 医療と介護における栄養管理・食事ケアの推進のための情報交換会（共催：本会　大阪市）

　　　　2月26日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　（受講者：209名 ( 内、会員4名、市内特定給食施設栄養士205名 )）

　　　　情報提供「医療と介護における栄養情報連携の推進について」

　　　　情報交換会「医療と介護における栄養管理・食事ケアの連携の現状について」
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　7. TNT-Geriatric for Dietitian（老年栄養学教育プログラム） eラーニング
　　　（協力：アボットジャパン合同会社）

　　　第1回　 7月1日（月）〜 8月31日（土）　　　　　　　　　（受講者： 8名）

　　　第2回　 9月1日（日）〜10月31日（木）　　　　　　　　　（受講者： 6名）

　　　第3回  11月1日（金）〜12月31日（火）　　　　　　　　　（受講者： 1名）

　　　第4回　 1月1日（水）〜 2月28日（金）　　　　　　　　　（受講者： 1名）

Ｂ．府民の健康増進と疾病予防を図るため、府民および栄養・食生活改善に関係する専門職の

　　資質向上を目指した受託事業

　1. 健康づくり提唱のつどい（協賛：ヤクルトグループ）

　　　12月14日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：134名(会員124名、会員外10名))

　　　　講演Ⅰ「糖尿病の薬物治療の現在地と未来」

　　　　講演Ⅱ「健康づくりのための身体活動に関る運動と栄養」

　2. 栄養ケア研修
　（1）令和6年度介護予防に資する指導者養成研修会＜管理栄養士・栄養士対象＞（主催：本会 大阪府）

　　　12月1日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者：78名(会場24名(会員外1名含)、Web54名(会員外1名含))) 

　　　　テーマ「地域で暮らす高齢者を多職種で支えるために」

　　　　講演Ⅰ「高齢者のコミュニケーション・聴こえに対する支援について」

　　　　講演Ⅱ「地域で暮らす高齢者への栄養支援活動について」

　　　　グループワーク「介護予防・自立支援のために今できること」

　（2）栄養ケア・ステーション登録管理栄養士の登録のための実践研修会、

　　　 栄養ケア・ステーション登録管理栄養士更新のための研修会

　　　　第1回目　2月  1日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者29：登録17名、更新22名)

　　　　第2回目　2月16日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受講者31：登録18名、更新13名)

　　　午前）合同開催

　　　　講演「(公社)大阪府栄養士会栄養ケア・ステーションの役割と事業内容について」

　　　　　　「コードに則した嚥下調整食とは？　学会分類2021を徹底解説！」

　　　午後）

　　　　登録研修：講演・事例検討「在宅療養者への訪問栄養食事指導の実際

　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括ケアシステムにかかる事業　地域ケア会議」　

　　　　更新研修：講演・事例検討「特定保健指導について」

Ｃ．府民に対する栄養・食生活に関する正しい知識の啓発、指導および情報の普及に関する事業

　1. 第19回 府民健康フォーラム　－私たちの暮らしと薬・栄養・検査－
　　　（共催：本会・（一社）大阪府薬剤師会・（公社）大阪府臨床検査技師会）

（受講者：本会95名・薬剤師会22名・臨床検査技師会35名・府民59名）

　　　12月8日（日）

　　　　テーマ「質の高い睡眠のために」

　　　　基調講演「あなたの病気は睡眠が原因かも？？」

　　　　講演Ⅰ「睡眠検査でわかること」

　　　　講演Ⅱ「不眠症と薬」

　　　　講演Ⅲ「知っておきたい！質の良い睡眠をとるための「食生活」」
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　2. ヘルシー外食フォーラム2024
　　　（主催：本会・大阪ヘルシー外食推進協議会・一般社団法人大阪外食産業協会・公益社団法人大阪食品衛生協会

　　　　　　　大阪府　大阪市　堺市　豊中市　吹田市　高槻市　枚方市　八尾市　寝屋川市　東大阪市）

　　　3月12日（水）13：30〜16：30

　　　　講演Ⅰ「大阪ヘルシー外食推進協議会のあゆみ」　　　　　(来場者：181名)

　　　　講演Ⅱ「伝えたい大阪の食文化」

　　　　情報提供

　3. 健康おおさか２１推進事業「令和6年度子ども料理教室」
　　　テーマ　「野菜バリバリ　朝食モリモリ」

　　　（1）開催日：2024年7月27日（日）　　　　　　　　　　　 (参加者：小学生16名)

　　　　　　協　力：吹田地区栄養士会さんくらぶ

　　　　　　会　場：吹田市　夢つながり未来館

　　　　　　内　容：「夏休み　みんなで作ろう　三色どんぶり」

　　　（2）開催日：2024年10月26日（土）　　　　　　　　　　　(参加者：小学生13名)

　　　　　　協　力：交野・畷・大東地域活動栄養士会「メープル」

　　　　　　会　場：交野ゆうゆうセンター

　　　　　　内　容：「ハンバーガーを作ってみよう！」

　4. ホームページの運営　　　　（年４回更新）

公益目的事業２　　府民に対し栄養・食生活について直接、個別に相談・指導することで食生

　　　　　　　　　活に対して正しい知識を啓発し、府民の健康の維持増進など公衆衛生に資

　　　　　　　　　する事業

　1. 栄養ケア･ステーション事業
　（1）国の施策を受けた糖尿病･介護予防の推進を目途とした栄養・食事相談

　　　  毎週 火・木曜日　及び「栄養週間」（8/1〜7）

　　　  相談件数： 39件

　（2）介護予防に資する専門職広域支援

　　　　①泉大津市「介護予防・日常生活支援総合事業に係る訪問型サービスＣ事業「らくらく訪問」」

　　　　　実施期間：令和6年4月〜令和7年3月

　　　　　対象人数：3名（訪問11回）

　　　　②吹田市「フレイル等予防栄養相談業務」

　　　　　実施期間：令和6年4月〜令和7年3月

　　　　　相談人数：37名

　　　　③大阪狭山市「地域住民活動拠点専門職訪問事業」

　　　　　実施期間：令和6年12月〜令和7年3月

　　　　　訪問回数：17回（17ヶ所）

　　　　④四條畷市「フレイル等予防・栄養相談業務」

　　　　　実施期間：令和6年9月〜令和7年3月

　　　　　相談人数：18名

　　　　⑤高石市「産後ケア事業」（居宅訪問（アウトリーチ）型）

　　　　　実施期間：令和6年8月〜令和7年3月

　　　　　訪問回数：1回

　　　　⑥大東市「栄養士派遣型介護予防講座業務」

　　　　　実施期間：令和6年4月〜令和7年3月
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　　　　　実施回数：59回

　　　　　参加人数：673名

　（3）医療・介護保険に関する支援

　　　1）在宅患者訪問栄養食事指導実施委託契約

　　　　クリニック　20ヵ所　　診療所　5ヵ所

　　　2）外来栄養食事指導実施委託契約

　　　　クリニック　3ヵ所 　　診療所　1ヵ所

　　　3）栄養アセスメント評価業務委託契約

　　　　　①堺市堺区　　株式会社ビーナス

　　　　　②豊中市　　パナソニックエイジフリー株式会社

　　　　　③城東区　　株式会社トーヨーケアセンター大阪

　　　4）栄養管理体制加算業務委託契約　　7社（30ヵ所）

　　　5）食事提供体制加算業務委託契約　　23社

　（4）無料職業紹介

　　　　求人依頼：71社

　　　　求 職 者：13名（うち成立者：0名）

　2. 他法人が実施する事業に栄養相談担当として参画する事業
　（１）ワクワクEXPO with 第１９回食育推進全国大会　大阪・関西万博〜プレイベント〜

　　　6月1日（土）・6月2日（日）

　　　　会　場：大阪南港ATCホール

　　　　内　容：フードモデル式・タッチパネル式の食育SATシステムとInBody(体成分分析装置)を使用した栄養・食生活相談

　　　　来場者：6月1日(土)　イベント全体で約13,000人

　　　　　　　　（フードモデル 220名、タッチパネル式 139名、インボディ146名、アンケート回収 320枚）

　　　　　　　　6月2日(日) イベント全体で約17,000人

　　　　　　　　（フードモデル 213名、タッチパネル式 148名、インボディ141名、アンケート回収 339枚）

　（２）栄養のあるまち In Suita SST　

　　　10月12・13日（土日）、10月26・27日（土日）、11月9・10日（土日）、11月17日（日）、11月23・24日（土日）

　　　　会　場：大阪府吹田市岸辺　Suita サスティナブル スマート タウン(Suita SST)交流公園

　　　　内　容：食育SATシステムとInBody(体成分分析装置)を使用した栄養・食生活相談

　　　　来場者：9日間で300名超

　（３）BK（NHK大阪放送局）大感謝祭2024

　　　11月1日（土）・11月2日（日）

　　　　会　場：NHK大阪放送局

　　　　内　容：食育SATシステムを使用した栄養・食生活相談

　　　　来場者：11月1日295名、2日407名

　（４）自然に健康になれる持続可能な食環境づくり事業　食育SATを活用した栄養相談

　　　　目　的：食育SATシステムを活用して、利用者が野菜の摂取量をリアルに認識することにより、

　　　　　　　　今後の食生活改善につなげる。

　　　①1月  9日（木）　桃山学院大学　　　　　　　　　　　参加者32名

　　　②1月14日（火）　立命館大学　　　　　　　　　　　　参加者70名

　　　③1月15日（水）　帝塚山学院大学　　　　　　　　　　参加者57名

　　　④1月17日（金）　大阪ガスネットワーク株式会社　　　参加者70名

　　　⑤1月22日（水）　山崎製パン株式会社　　　　　　　　参加者40名

　　　⑥1月30日（木）　味の素株式会社　　　　　　　　　　参加者40名

　（５）FOOD STYLE Kansai2025

　　　①1月22日（水）15：00〜16：45　セミナー「「未来の食」について考えるパネルディスカッション」

　　　　講演Ⅰ「油と健康について」　　　　　講演Ⅱ「たんぱく質と健康について」

　　　　講演Ⅲ「腸内細菌と健康について」　　講演Ⅳ「味覚と食欲について」
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　　　　「未来の食」について考えるパネルディスカッション

　　　②ブース出展　1月22日（水）・1月23日（木）  （来場者：1月22日120名、2日100名）

　　　　タッチパネル式食育SATシステムを使用した栄養・食生活相談

　（６）食育ワクワクEXPO in 無印良品　グランフロント大阪

　　　　2月15日（土）・2月16日（日）

　　　　会　場：無印良品　グランフロント大阪

　　　　内　容：食育SATシステムを使用した栄養・食生活相談

　　　　来場者：2月15日300名、16日235名

公益目的事業３　　栄養・食生活に対する知見などを発表する学術研究発表会を実施すること

　　　　　　　　　により、管理栄養士・栄養士および栄養・食生活に関係する専門職種の資

　　　　　　　　　質の向上と最新の情報の共有化を図り公衆衛生の向上に資する事業

　1. 第28回大阪府栄養士会研究発表会
　　　3月8日（土）   (受講者：会場128名)

教育講演「若い女性のやせ・貧血→小児、思春期の健康・栄養の諸課題について」

研究発表（14題）

・「市立ひらかた病院におけるGLIM基準の導入に至る経緯と

　　栄養スクリーニングツールを用いた入院時栄養状態の現状報告について」

・「療養型病院でのNST立ち上げと活動について」

・「摂食嚥下チームでの管理栄養士の取り組み」

・「リハビリ栄養プロトコルの取り組み」

・「リハビリ・栄養・口腔連携体制加算の算定に向けて〜タスクシェア・タスクシフトの取り組み〜」

・「グルコーストランスポーター１欠損症児の

　　施設給食におけるケトン食対応マニュアル作成と当該児の食の感覚過敏について（第一報）」

・「グルコーストランスポーター１欠損症児の

　　施設給食におけるケトン食対応マニュアル作成と当該児の食の感覚過敏について（第二報）」

・「若年女性の食生活の現状について」

・「小規模企業の健康経営への栄養士の関わり」

・「小学6年生を対象としたエナジードリンクに関する授業の有用性の検討」

・「睡眠の量・質の改善を目的とした栄養介入中にコロナ感染に罹患した1症例 〜腸内細菌の変容〜」

・「食品表示法に係る栄養成分分析の実施状況調査と大阪府の取組について」

・「大阪府における福祉施設の栄養管理業務に関する実態調査」

・「大学病院調理施設の環境負荷低減にむけた取り組み（光熱水費と包装材の調査）」

収益事業１　　　　　手数料等に関する事業
　　１. 機関誌「栄養大阪」へのチラシ封入　　　　　　　　　３件

　　２. 図書販売「病院及び介護保険施設における栄養管理指針ガイドブック2022」　６９冊

　　３. なにわの伝統野菜柄ネクタイ　99本

　　４. 日本栄養士会会費徴収事務手数料　2,187名分

その他の事業１　　　会員向け情報提供に関する事業
　　1. 機関誌「栄養大阪」の発行　　　　　　　　　　　　年４回　３１５号〜３１８号

　　2. 健康づくりの関連資料提供

その他の事業２　　　会員向け支援に関する事業
　　１. サークル活動支援

　　　①透析食研究会　　②スポーツ栄養研究会　　③災害時メニュー研究会
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　　２. 管理栄養士・栄養士業務相談 

その他の事業３　　　会員表彰に関する事業
　　１.日本栄養士会会長表彰（25年会員）　　　　　　　　４９名

　　２.日本栄養士会会長表彰（50年会員）　　　　　　　　　６名 

　　３.日本栄養士会会長表彰（栄養橋寿会員）　　　　　　　１名

　　４.厚生労働大臣表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　２名

　　５.大阪府知事表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　１０名 

◎ 会の運営に関する活動
　　１. 公益社団法人大阪府栄養士会　第11回定時総会

　　　　5月25日（土）（参加者：1,596名  本人出席186名、委任状831名、書面表決579名）

　　２. 定例理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２回　（集合＋Webの併用型会議）

　　３. 総務部担当理事会　　　　　　　　　　　　　　　　  ３回

　　４. 事業部担当理事会　　　　　　　　　　　　　　　　  ２回

　　５. 広報部担当編集委員会　　　　　　　　　　　　　　  ４回

　　６. 地域活動部会強化委員会　　　　　　　　　　　　　　３回

　　７. 医療部会強化委員会　　　　　　　　　　　　　　　 ２回

　　８. 諮問会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回　（内1回Web会議）

　　９. 近畿会長会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回　（内1回Web会議）

　１０. 生涯教育担当者会議　　　　　　　　　　　　　　　　２回　（Web会議）

◎ 会の組織強化活動
　　１.業務セミナー（就職セミナー）　11月16日（土）　　　　　　（受講者39名）

　　　府内栄養士・管理栄養士養成施設の学生を対象に開催

　　２. 府内栄養士養成施設17校卒業生に対する入会案内並びに栄養士会研修活動等説明書配布

◎ 後援
　（令和6年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開催日）

　「第12回日本腎栄養代謝研究会学術集会・総会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8/3･8/4

　〈第12回日本腎栄養代謝研究会学術集会・総会〉 

　「栄養士のための大阪食物アレルギー研究会「第9回　夏季研修会」」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8/17

　〈栄養士のための大阪食物アレルギー研究会〉 

　「第21回 食育情報交換会（おたべの会）〜みんなで子育てを楽しもう〜」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8/1

　〈おむすびの会・関西“弁当の日”応援団〉

　「第28回 日本亜鉛栄養治療研究会学術集会」〈日本亜鉛栄養治療研究会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8/24

　「豆料理・スイーツ日本一決定戦　2024」〈相愛大学〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8/17

　「FOOD STYLE Kansai 2025／ラーメン産業展 in Kansai」〈FOOD STYLE Kansai実行委員会〉　　　　　R7/1/22・1/23

　「母子保健関係者対象母子保健啓発事業「母子保健セミナー 〜乳幼児の口腔機能と食物アレルギー〜」　　　　　　　9/20

　〈(公財)母子衛生研究会〉 

　「公開講演会「大豆のはたらき ―人と地球を健康に―」」〈(公財)不二たん白質研究振興財団〉　　　　　　　　　　10/11

　「給食の鉄人®2024」〈(一社)日本Educe食育総合研究所〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12/1

　「第8回日本子ども食育学会学術集会 」〈日本子ども食育学会JACDE〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11/16

　「令和6年度診療報酬・介護報酬同時改定と栄養ケア・マネジメント〜1日でわかって変わるための研修会〜」

　〈(一社)日本健康･栄養システム学会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10/26

　「児童・生徒に向けたウェルビーイング教育を学ぶ研修会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ11/20〜12/28

　〈小児栄養分野推進合同協議会〉
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　「栄養ゲットだぜ！食べ物マスターになろう！食育推進キャンペ－ン」〈相愛大学〉　　　　　　　　　　　　　　 R7/2/1

　「2024年度健康なこころとからだを持ち続けるために」〈小児栄養分野推進合同協議会〉　　　　　　　　　　　　R7/1/25

　「味の素KK「食と健康セミナー」」〈味の素(株)大阪支社〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/2/28〜3/18

　「第31回アレルギー週間（令和7年2月）市民公開講座」〈公益財団法人日本アレルギー協会関西支部〉　　　　　　R7/2/22

　「リハビリテーション・ケア合同研究大会 大阪2025」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/11/21〜22

　〈リハビリテーション・ケア合同研究大会 大阪2025　大阪事務局〉

　「バリアフリー2025」〈(社福)大阪府社会福祉協議会・テレビ大阪・テレビ大阪エクスプロ〉　　　　　　　　R7/4/16〜18

　「看護未来展2025」〈看護未来展実行委員会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 R7/4/16〜18

　「第29回日本亜鉛栄養治療研究会学術集会」〈日本亜鉛栄養治療研究会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/2/8

　「第35回日本臨床工学会」〈第35回日本臨床工学会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/5/17･5/18

　「令和7年大阪糖尿病協会顧問栄養士会研修会」〈大阪糖尿病協会顧問栄養士会〉　　　　　　　　　　　　　　　R7/3/22

　「多発性骨髄腫（血液がん）を知ろう！」〈関西テレビ放送(株) 〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/3/16

　「第58回日本臨床栄養協会近畿地方会」〈日本臨床栄養協会近畿地方会〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/9/20

　「豆料理・スイーツ日本一決定戦　2025」〈相愛大学〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7/8/17

◎ 行政機関・団体との連携
　健活おおさか推進府民会議委員

　大阪府食育推進ネットワーク会議委員

　大阪府食育推進計画評価審議会委員

　大阪府地域職域連携推進協議会委員

　大阪府生涯歯科保健推進審議会委員

　農に親しむライフスタイル推進府民会議会員

　介護予防に資する専門職広域支援調整連絡会委員

　大阪ヘルシー外食推進協議会会長

　第19回食育推進全国大会実行委員会委員

　2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会委員

　第45回全国豊かな海づくり大会実行委員会委員

　大阪市食育推進連絡調整会議委員

　すこやか大阪２１推進会議委員

　泉州南圏域医療・介護連携推進会議委員

　大阪南河内在宅医療懇話会委員

　泉南市健康づくり推進協議会委員

　大阪市すこやかパートナー

　大阪府保険者協議会オブザーバー

　大阪府地域医療推進協議会委員

　大阪府歯科医師会高齢者歯科保健部会オブザーバー

　大阪府アレルギー疾患・対策連絡会議委員

　（公社）大阪介護支援専門員協会理事

　大阪府歯科医師会「令和6年度8020推進アンバサダー養成事業」に伴う検討委員

　大阪市立弘済院給食業務委託事業者選定会議委員

　大阪市在宅医療・介護連携推進会議委員

　リハビリテーション・ケア合同研究大会大阪2025実行委員会委員

　日本脳卒中医療ケア従事者連合大阪府支部委員

◎ 協力
　バリアフリー2024慢性期医療展2024・看護未来展2024

　全国水産加工たべもの展

　第71回日本栄養改善大会学術総会
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◎ 会員活動報告
　１. 「介護予防教室」　講師

　　・ 大阪市淀川区　　25回

　　・ 大阪市住吉区　　  5回

　　・ 大阪市港区　　　 12回

　　・ 大阪市浪速区　　  5回

13

　２. 大阪市ファミリー・サポートセンター事業

　　 「子どもの栄養と食生活Ⅰ・Ⅱ」講師　 　　　　　　4/20、7/9、9/25、1/27

　３. 公益社団法人大阪府鍼灸マッサージ師会季刊誌「ええあんばいやOSAKA」

　　　「健康レシピ」連載　　2024春夏号vol.52（5月)、秋号vol.53（10月）、

　　　　　　　　　　　　　　2025冬号vol.54（1月）

　４．大阪府食肉事業協同組合連合会　料理セミナー　　　6/25、7/5、7/19、7/23、8/6、8/23、9/6、10/22、10/29

　５．大学生協「食生活相談会」

　　・大阪大学生協　6/13、6/18、6/21、11/7、11/12、11/18

　　・大阪千代田短期大学生協　10/31

　６．大阪府牛乳処理事業協同組合「ミルク教室（出前授業）」

　　　出前講座「講義（20分）＋実習（30分）」

　　　小学校10校・支援学校4校・中学校1校　計15校で実施

　　　実施期間：令和6年9月〜令和7年2月

　７．令和6年度自立支援型地域ケア会議における助言者等推薦

　　　交野市・城東区・八尾市・柏原市・藤井寺市・堺市・大阪狭山市・富田林市・河南町・太子町・

　　　千早赤阪村・河内長野市・和泉市・岸和田市・泉佐野市・泉南市・岬町

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　17市区町村

　

　８．研修会講師 

　　　・大阪府歯科医師会「在宅医療NST連携歯科チーム育成事業研修会」

　　　・大阪府薬剤師会「健康サポート薬局に係る技能習得型研修会」

　　　・大阪府作業療法士会「大阪府委託事業　生活介護アセスメント訪問指導者養成スクール（入門コース）」

　　　・大阪府看護協会「地域ケア包括事業部　地域公開講座」

　　　・大阪府社会福祉協議会「栄養士・調理師研修会」［児童・保育分野］［高齢・障がい分野］

　　　・大阪府臨床検査技師会「第3回大臨技疾患予防セミナー」

　　　・大阪介護支援専門員協会「東住吉支部研修会」「介護支援専門員向け研修会」

　　　・日本食品科学工学会関西支部「関西支部大会　市民フォーラム」

附属明細書

　　事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していない。
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貸借対照表
令和7年3月31日現在

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）
科　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　　　　現金預金 22,776,364 18,871,270 3,905,094
　　　　　　現      金 350,528 338,201 12,327
　　　　　　預      金 22,425,836 18,533,069 3,892,767
　　　　　未　収　金 280,235 1,451,562 △ 1,171,327
　　　　　立　替　金 70,944 69,144 1,800
　　　　　前　払　金 277,200 277,200 0
　　　　　貯　蔵　品 209,604 341,400 △ 131,796
　　　　流動資産合計 23,614,347 21,010,576 2,603,771
　２．固定資産
　　(1) 基本財産
　　　　　定期預金 2,800,000 2,800,000 0
　　　　基本財産合計 2,800,000 2,800,000 0
　　(2) 特定資産
　　　　　特別事業積立定期預金 1,000,000 1,000,000 0
　　　　　仲谷鈴代事業積立定期預金 2,556,444 2,622,917 △ 66,473
　　　　　太田いそ事業積立定期預金 2,095,363 2,095,363 0
　　　　特定資産合計 5,651,807 5,718,280 △ 66,473
　　(3) その他固定資産
　　　　　器具及び備品 238,701 281,965 △ 43,264
　　　　　差 入 保 証 金 1,800,000 1,800,000 0
　　　　その他固定資産合計 2,038,701 2,081,965 △ 43,264
　　　　固定資産合計 10,490,508 10,600,245 △ 109,737
　　　　資産合計 34,104,855 31,610,821 2,494,034
Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　　　　未  払  金 1,440,849 2,162,760 △ 721,911
　　　　　未払費用 307,321 333,056 △ 25,735
　　　　　未払法人税等 80,200 86,700 △ 6,500
　　　　　未払消費税等 456,900 595,800 △ 138,900
　　　　　前  受  金 8,023,500 4,613,000 3,410,500
　　　　　預　り　金 7,123,049 4,155,862 2,967,187
　　　　　賞与引当金 233,750 225,500 8,250
　　　　流動負債合計 17,665,569 12,172,678 5,492,891
　２．固定負債
　　　　固定負債合計 0 0 0
　　　　負債合計 17,665,569 12,172,678 5,492,891
Ⅲ．正味財産の部
　１．指定正味財産 4,651,807 4,718,280 △ 66,473
　　　　（うち基本財産への充当額） (           0) (           0) (        　0)
　　　　（うち特定資産への充当額） (4,651,807) (4,718,280) (△66,473)
　２．一般正味財産 11,787,479 14,719,863 △ 2,932,384
　　　　（うち基本財産への充当額） (2,800,000) (2,800,000) (          　 0)
　　　　（うち特定資産への充当額） (1,000,000) (1,000,000) (           　0)
　　　　正味財産合計 16,439,286 19,438,143 △ 2,998,857
　　　　負債及び正味財産合計 34,104,855 31,610,821 2,494,034
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正味財産増減計算書

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）

科　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　　基本財産運用益 [32] [80] [△ 48]

　　　　　受取利息 32 80 △ 48

　　　　特定資産運用益 [924] [257] [667]

　　　　　受取利息 924 257 667

　　　　受取入会金 [277,000] [251,000] [26,000]

　　　　　正会員入会金 277,000 251,000 26,000

　　　　受取会費 [25,500,000] [25,215,000] [285,000]

　　　　　正会員会費収入 21,870,000 21,675,000 195,000

　　　　　賛助会費収入 3,630,000 3,540,000 90,000

　　　　事業収益 [11,629,075] [16,505,967] [△ 4,876,892]

　　　　　受講料収入 1,179,400 1,284,800 △ 105,400

　　　　　広告料収入 491,800 521,000 △ 29,200

　　　　　受託事業収入 9,957,875 14,700,167 △ 4,742,292

　　　　受取補助金 [26,000] [26,000] [0]

　　　　　受取民間補助金 26,000 26,000 0

　　　　受取寄付金 [78,473] [56,147] [22,326]

　　　　　受取寄付金 12,000 12,000 0

　　　　　受取寄付金振替額 66,473 44,147 22,326

　　　　雑収入 [1,150,040] [1,993,335] [△ 843,295]

　　　　　受取利息 7,590 240 7,350

　　　　　手数料収入 1,106,850 1,948,600 △ 841,750

　　　　　雑収入 35,600 44,495 △ 8,895

　　　　 経常収益計 38,661,544 44,047,786 △ 5,386,242

　　(2) 経常費用

　　　　事業費 [35,918,381] [41,441,827] [△ 5,523,446]

　　　　　給料手当 10,858,822 10,815,271 43,551

　　　　　退職給付費用 324,000 324,000 0

　　　　　福利厚生費 1,507,250 1,434,841 72,409

　　　　　旅費交通費 1,136,009 1,117,125 18,884

　　　　　通信運搬費 2,162,760 2,486,084 △ 323,324

　　　　　減価償却費 142,214 133,822 8,392

　　　　　消耗品費 732,234 466,109 266,125

　　　　　印刷製本費 4,064,738 4,616,510 △ 551,772

　　　　　光熱水料費 568,708 584,052 △ 15,344

　　　　　賃借料 4,403,609 4,291,136 112,473

　　　　　保険料 94,421 87,289 7,132
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　　　　　諸謝金 7,881,951 12,999,394 △ 5,117,443

　　　　　租税公課 456,900 598,900 △ 142,000

　　　　　支払負担金 83,000 113,000 △ 30,000

　　　　　委託料 1,075,120 1,198,140 △ 123,020

　　　　　雑費 426,645 176,154 250,491

　　　　管理費 [5,595,347] [4,869,539] [725,808]

　　　　　役員報酬 77,355 61,884 15,471

　　　　　給料手当 1,176,391 1,180,590 △ 4,199

　　　　　退職給付費用 36,000 36,000 0

　　　　　福利厚生費 167,472 159,427 8,045

　　　　　会議費 142,960 150,627 △ 7,667

　　　　　旅費交通費 750,581 393,645 356,936

　　　　　通信運搬費 170,696 174,744 △ 4,048

　　　　　減価償却費 10,500 10,500 0

　　　　　消耗什器備品費 77,000 77,000 0

　　　　　消耗品費 56,966 47,714 9,252

　　　　　印刷製本費 172,897 178,444 △ 5,547

　　　　　光熱水料費 63,190 64,895 △ 1,705

　　　　　賃借料 1,506,869 1,461,799 45,070

　　　　　保険料 38,510 15,001 23,509

　　　　　諸謝金 946,548 825,069 121,479

　　　　　租税公課 1,200 600 600

　　　　　雑費 200,212 31,600 168,612

　　　　 経常費用計 41,513,728 46,311,366 △ 4,797,638

　　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,852,184 △ 2,263,580 △ 588,604

　　　　 評価損益等計 0 0 0

　　　　　当期経常増減額 △ 2,852,184 △ 2,263,580 △ 588,604

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　　経常外収益計 0 0 0

　　(2) 経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 2,852,184 △ 2,263,580 △ 588,604

　　　　　法人税、住民税及び事業税 80,200 86,700 △ 6,500

　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 2,932,384 △ 2,350,280 △ 582,104

　　　　　一般正味財産期首残高 14,719,863 17,070,143 △ 2,350,280

　　　　　一般正味財産期末残高 11,787,479 14,719,863 △ 2,932,384

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　一般正味財産への振替 [△ 66,473] [△ 44,147] [△ 22,326]

　　　　　一般正味財産への振替 △ 66,473 △ 44,147 △ 22,326

　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 66,473 △ 44,147 △ 22,326

　　　　　指定正味財産期首残高 4,718,280 4,762,427 △ 44,147

　　　　　指定正味財産期末残高 4,651,807 4,718,280 △ 66,473

Ⅲ．正味財産期末残高 16,439,286 19,438,143 △ 2,998,857
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財務諸表に対する注記

１．継続組織の前提に関する注記

　　継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は存在していない。

２．重要な会計方針

　（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　貯蔵品・・・最終仕入原価法によっている。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　定額法によっている。

　（３）引当金の計上基準

　　　　賞与引当金・・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属

　　　　する額を計上している。

　（４）消費税等の会計処理

　　　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産

　定期預金 2,800,000 0 0 2,800,000

小　計 2,800,000 0 0 2,800,000

特定資産

　定期預金 5,718,280 0 66,473 5,651,807

小　計 5,718,280 0 66,473 5,651,807

合　計 8,518,280 0 66,473 8,451,807

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額)
(うち一般正味財産

からの充当額)
(うち負債に対応

する額)

基本財産
　定期預金 2,800,000 (2,800,000)

小　計 2,800,000 (2,800,000)

特定資産
　定期預金 5,651,807 (4,651,807) (1,000,000)

小　計 5,651,807 (4,651,807) (1,000,000)

合　計 8,451,807 (4,651,807) (3,800,000)

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 2,410,830 2,172,129 238,701

合 計 2,410,830 2,172,129 238,701
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６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

（単位：円）

補助金等の

名称
交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上の

記載区分

受取民間

補助金

公益社団法人

日本栄養士会
0 26,000 26,000 0 ---

合　　計 0 26,000 26,000 0

７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　額

経常収益への振替額

　その他事業支出（会員表彰事業）による振替額 66,473

合　　計 66,473

８．その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状況並びに正味財産増減の内容を明らかにする

　　ために必要な事項

（１）引当金の明細

（単位：円）

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末帳簿価額
目的使用 その他

賞与引当金 225,500 233,750 225,500 0 233,750

（２）資産除去債務に関する注記

　　当法人は主たる事務所の不動産賃借契約に基づき、オフィスの退去時における原状回復に係

る債務を有しているが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来主たる

事務所を移転する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができない。

そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上していない。

附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

　　基本財産及び特定資産の明細については、「財務諸表に対する注記」に記載しているので、

　内容の記載を省略している。

２．引当金の明細

　　引当金の明細についても、「財務諸表に対する注記」に記載しているので、内容の記載を

　省略している。
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財　産　目　録
令和7年3月31日現在

公益社団法人大阪府栄養士会 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）

　現金預金

　　現金 手許有高 運転資金として 350,528

　　普通預金 三井住友銀行 天満橋支店 運転資金として 9,351,364

三菱UFJ銀行 谷町支店 運転資金として 2,794,341

りそな銀行 大手支店 運転資金として 1,234,600

みずほ銀行 天満橋支店 運転資金として 924,335

　　定期預金 三井住友銀行 天満橋支店 運転資金として 2,000,000

　　郵便貯金 ゆうちょ銀行 運転資金として 486,427

　　郵便振替 ゆうちょ銀行 運転資金として 5,634,769

＜現金預金計＞ 22,776,364

　未収金 評価業務費 2社 61,450

訪問事業費 2団体 218,785

＜未収金合計＞ 280,235

　貯蔵品 @2,187×17個 社章バッジ 37,179

@1,815×95冊 栄養管理指針ガイドブック 172,425

＜貯蔵品計＞ 209,604

　立替金 労働保険料 概算納付のうち従業員負担分 70,944

＜立替金計＞ 70,944

　前払金 家賃 令和7年4月分賃料 277,200

＜前払金計＞ 277,200

流動資産合計 23,614,347

（固定資産）

　基本財産

　　定期預金 三井住友銀行 天満橋支店

（定）424034 公益目的保有財産であり法人の基本財産 2,800,000

＜基本財産計＞ 2,800,000

　特定資産

　特別事業積立定期預金 三井住友銀行 天満橋支店 将来の特別な支出に備えた特別事業積立預金 1,000,000

　仲谷鈴代事業積立定期預金 大和ネクスト銀行 ベンテン支店 会員表彰事業のための仲谷鈴代事業積立預金 2,556,444

　太田いそ事業積立定期預金 大和ネクスト銀行 ベンテン支店 会員表彰事業のための太田いそ事業積立預金 2,095,363

＜特定資産計＞ 5,651,807

　その他固定資産

　　器具及び備品 仕切りパネル 管理目的として使用する財産 1

金庫 管理目的として使用する財産 67,463

食育SATシステム 公益目的保有財産 1

プロジェクター 公益目的保有財産 1

ビデオカメラ 公益目的保有財産 20,471

デスクトップＰＣ 公益目的保有財産 1

ノートＰＣ 公益目的保有財産 1

ノートＰＣ 公益目的保有財産 27,041

ノートＰＣ 公益目的保有財産 27,041
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PCハードディスク 公益目的保有財産 96,680

　　差入保証金 光養ビル

大阪市中央区大手前1-6-8 管理目的として使用する財産 1,800,000

＜その他固定資産計＞ 2,038,701

固定資産合計 10,490,508

資産合計 34,104,855

（流動負債）

　未払金 社会保険料 法人負担分 110,284

通信運搬費 郵便代 5,315

諸謝金 評価業務及び訪問業務 1,325,250

＜未払金計＞ 1,440,849

　未払費用 給与 令和7年3/21〜3/31分 307,321

＜未払費用計＞ 307,321

　未払法人税等 法人税 令和6年度確定申告による納付額 7,000

地方法人税 令和6年度確定申告による納付額 700

法人事業税 令和6年度確定申告による納付額 2,100

法人府民税 令和6年度確定申告による納付額 20,000

法人市民税 令和6年度確定申告による納付額 50,400

＜未払法人税等計＞ 80,200

　未払消費税等 消費税 令和6年度確定申告による納付額 456,900

＜未払消費税等計＞ 456,900

　預り金 社会保険料預り金 従業員からの預り健康保険料 41,659

従業員からの預り厚生年金保険料 68,625

雇用保険料預り金 従業員からの預り雇用保険料 70,765

その他預り金 令和7年度日本栄養士会会費 6,942,000

＜預り金計＞ 7,123,049

　前受金 @7,500×1,067口 令和7年度正会員会費前受金 8,002,500

@1,000×21口 令和7年度正会員入会金前受金 21,000

＜前受金計＞ 8,023,500

　賞与引当金 賞与予定額のうち当期帰属分 233,750

＜賞与引当金計＞ 233,750

流動負債合計 17,665,569

負債合計 17,665,569

正味財産合計 16,439,286

負債及び正味財産合計 34,104,855
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監査報告書
令和7年4月14日

公益社団法人大阪府栄養士会

代表理事　藤原政嘉　殿

監　事　 田 中 俊 治  　㊞　　　　

監　事　 田 中 久 喜  　㊞　　　　

　私たち監事は、令和6年4月1日から令和7年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査い

たしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

１　監査の方法及びその内容

　各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると

ともに、理事会その他の重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調

査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。

　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸借対

照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討いたしました。

２　監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

　　一　事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

　　二　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認

　　　められません。

（２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

　　　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益（正味財産増減）の

　　状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

以上
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令和7年度事業計画
公益社団法人大阪府栄養士会

事業
区分

事業
番号

事　業　の　内　容 事　　　業　　　名

公

益

目

的

事

業

公１ 府民に栄養・食生活に関する知識や技術
を啓発、提供すること、および府内の管
理栄養士・栄養士などの資質向上を図る
ことにより、健康増進、疾病予防のため
の食生活改善を行い、公衆衛生の向上に
資する事業

Ａ．管理栄養士・栄養士など栄養・食生
　　活に関係する専門職に対し、資質向
　　上を目指した事業

１．生涯教育研修会
２．職域別研修会
３．スキルアップ研修会　
４．災害支援活動のための研修会
５．特定給食講演会

Ｂ．府民の健康増進と疾病予防を図るた
　　め、府民および栄養・食生活改善に
　　関係する専門職の資質向上を目指し
　　た受託事業

１．府民の食生活改善セミナー　
２．シンポジウム「健康づくり提唱のつどい」
３．栄養ケア研修

Ｃ．府民に対する栄養・食生活に関する
　　正しい知識の啓発、指導および情報
　　の普及に関する事業

１．府民健康フォーラム
２．子ども料理教室
３．ホームページの運営

公２ 府民に対し栄養・食生活について直接、
個別に相談・指導することで食生活に対
して正しい知識を啓発し、府民の健康の
維持増進など公衆衛生に資する事業

１．栄養ケア・ステーション事業
　１）電話、メール等による栄養・食生活相談
　２）介護予防に資する専門職広域支援
　３）医療・介護保険に関する支援
　４）無料職業紹介
２．他法人が実施する事業に栄養相談担当として
　参画する事業

公３ 栄養・食生活に対する知見などを発表す
る学術研究発表会を実施することにより、
管理栄養士・栄養士および栄養・食生活
に関係する専門職種の資質の向上と最新
の情報の共有化を図り公衆衛生の向上に
資する事業

１．大阪府栄養士会研究発表会

収益
事業

収１ 手数料等に関する事業 １．機関誌へのチラシ封入
２．外食アドバイザー事業
３．図書販売
４．その他（日本栄養士会会費徴収事務手数料）

そ
の
他
の
事
業

他１ 会員向け情報提供に関する事業 １．機関誌「栄養大阪」の発行
２．健康づくりの関連資料提供

他２ 会員向け支援に関する事業 １．サークル活動支援
２．管理栄養士・栄養士業務相談

他３ 会員表彰に関する事業 １．「太田いそ賞」・「仲谷鈴代記念賞」授与
２．会員表彰推薦事業
　１）日本栄養士会会長表彰
　２）母子保健奨励賞
　３）厚生労働大臣表彰
　４）知事表彰
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2025 年 度 予 算 案
2025年4月1日〜2026年3月31日

収益の部

項　　　　　目 金　額（円） 備　　　　　　　　考

正 会 員 費 22,700,000 会費7,500円×3,000名　入会金1,000円×200名

賛 助 会 費 3,600,000 30,000円×120口

事 業 費 1,720,000 生涯教育研修会1,000,000円　子ども料理教室・部会研修会120,000円 
JDA-DAT研修会100,000円　栄養ケア・ステーション実践研修会50,000円 
健康づくり提唱のつどい400,000円　TNT-G eラーニング50,000円

広 告 費 500,000 「栄養大阪」300,000円　ホームページ広告料200,000円

受 託 事 業 費 3,470,000 SAT運営20,000円　介護予防専門職広域支援850,000円
医療・介護保険支援1,600,000円　大阪府、日本栄養士会他1,000,000円

預 金 利 息 収 入 1,000

雑 収 入 531,000 日本栄養士会事務手数料300,000円
「栄養大阪」チラシ折込料50,000円
栄養ケア・ステーション認定手数料50,000円
栄養管理指針ガイドブック125,000円　バッチ6,000円

受 取 寄 付 金 振 替 額 250,000 指定正味財産（太田いそ事業積立金・仲谷鈴代事業積立金）より振替

合 　 　 　 　 　 計 32,772,000 Ａ

費 用 の 部

項　　　　　目 金　額（円） 備　　　　　　　　考

事

　

　

　

　

業

　

　

　

　

費

　公益目的事業　１ 
　公開研修費

16,175,800 生涯教育研修会700,000円　JDA-DAT研修会200,000円
職域部会研修会100,000円　子ども料理教室110,000円
在宅ケア・フォローアップ研修会100,000円　HP運営700,000円
府民健康フォーラム150,000円　スキルアップ研修会50,000円
健康づくり提唱のつどい450,000円　消費税216,000円
管理費配賦額13,399,800円

　公益目的事業　２ 
　教育普及費

5,615,500 栄養ケア・ステーション事業400,000円　SAT運営50,000円
介護予防専門職広域支援600,000円　医療・介護保険支援1,350,000円
減価償却費220,000円　消費税396,000円
管理費配賦額2,599,500円

　公益目的事業　３ 
　広報活動費

547,100 大阪府栄養士会研究発表会150,000円
管理費配賦額397,100円

　収益事業　１
719,200 栄養管理指針ガイドブック20,000円　税理士報酬165,000円

チラシ折込2,000円　消費税53,500円　管理費配賦額478,700円

　その他の事業

4,878,400 「栄養大阪」4,000,000円　サークル活動支援90,000円
「太田いそ賞」「太田いそ特別賞」「仲谷鈴代記念賞」250,000円
会員表彰推薦事業60,000円　消費税34,500円　管理費配賦額443,900円

管

理

費

　管理費

4,836,000 役員報酬60,000円　給料手当1,130,000円　退職給付費用31,000円
福利厚生費160,000円　会議費1,200,000円　旅費交通費430,000円
通信運搬費200,000円　減価償却費20,000円　消耗品費50,000円
消耗什器備品代80,000円　印刷製本費180,000円
光熱水料費60,000円　賃借料380,000円　保険料40,000円
諸謝金785,000円　雑費30,000円　

合　　　　　計 32,772,000 Ｂ

当期経常増減額 0 Ｃ＝Ａ－Ｂ


